
旭川市民大会Ｄ－１クラス採点規則 

 

マット 

  特別要求 ０．４×５  ２．０ 

  技数   ０．３×８  ２．４ 

  実施          ５．６ 

  合計         １０．０ 

 

 特別要求 

  １．倒立前転が入っていること（静止なし）（０．４） 

  ２．柔軟技が入っていること（開脚座 or前後開脚座）（０．４） 

  ３．男子：１回ひねりが入っていること（０．４） 

    女子：ターンが入っていること（１８０度以上）（０．４） 

  ４．男子：バランスが入っていること（２秒静止）（０．４） 

    女子：ジャンプが入っていること（０．４） 

  ５．２種類のアクロバット系の技が入っていること（各０．２×２） 

    （例：前方倒立転回とロンダート。連続技は１つの技とする。） 

跳び箱 

 ・開脚とび・閉脚とび・前方倒立回転をレベルに応じて選択する。 

 ・演技の価値点は開脚・閉脚跳びは９．５点、前方倒立回転は１０点とする。 

 ・跳び箱の長さは１mとし、高さは５段（８０ｃｍ）で縦とする。 

補足 

 ・１つ１つの技が丁寧かつ安定に実施されている演技を評価する。 

・マットは倒立に静止秒数は設定していないが、１秒以上の静止を評価する。 

・宙返りは禁止技とする。 

 ・跳び箱はつま先、膝を伸ばし、丁寧かつ安定に実施されている演技を評価する。 

 



旭川市民大会Ｄ－２クラス採点規則 

 

マット 

  特別要求 ０．４×５  ２．０ 

  技数   ０．３×８  ２．４ 

  実施          ５．６ 

  合計         １０．０ 

 

 特別要求 

  １．前転・後転系の技が入っていること（各０．２×２） 

  ２．倒立前転が入っていること【１の要求は満たさない】（０．４） 

  ３．男子：バランスが入っていること（０．４） 

    女子：ターンが入っていること（１８０度以上）（０．４） 

  ４．男子：柔軟技が入っていること（開脚座 or前後開脚座）（０．４） 

    女子：ジャンプが入っていること（０．４） 

  ５．アクロバット系の技が入っていること（０．４） 

    （ロンダート・飛び込み前転のどちらか選択） 

跳び箱 

 ・開脚とび・閉脚とびをレベルに応じて選択する。 

 ・演技の難度は全て同価値の１０点とする。 

 ・跳び箱の長さは１mとし、高さは４・５段で横とする。 

補足 

 ・１つ１つの技が丁寧かつ安定に実施されている演技を評価する。 

・倒立やバランス等の静止秒数は設定していないが、１秒以上の静止を評価する。 

・跳び箱はつま先、膝を伸ばし、丁寧かつ安定に実施されている演技を評価する。 

 

 


